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症例は49歳,男性。初診の約2週間前に市販の染毛剤を使用したところ,頭部に痛痒を伴う皮疹が

出現し,その後四肢にも痒みを伴う淡紅色ないし紫紅色の丘疹が出現してきた。患者は過去1年間,

同じ染毛剤を使用していたが特別な問題はなかった。外用ステロイド剤で治療したが皮疹は残存し,

45日後に下腿の皮疹を生検したところ典型的な扁平苔癬の組織像を認めた。パッチテストで染毛剤と

para-phenylenediamine(PPDA)に陽性所見を認め,その部位の皮膚生検では湿疹型の反応を示し

た。染毛剤の塗布部位を越えて扁平苔癬が出現した報告は稀であるが,自験例における頭部の接触皮

膚炎と四肢の扁平苔癬は何らかの関連を有する皮膚症状と考えた。

キーワード:para-phenylenediamine(PPDA)一一扁平苔癬一パッチテスト

はじめに

酸化染毛剤であるpara-phenyicnedlamh・c(PPI)A)は

最も強力な接触アレルゲンの1つであり,局所の接触皮

膚炎のみならず接触蕁麻疹やアナフィラキシー反応卜3),

あるいは塗布部位を越えた皮膚炎なども引き起こす一)。

今回われわれは染毛剤の接触皮膚炎に引き続き四肢に扁

平苔癬が出現した症例を経験した。本症例の扁平苔癬出

現の機序につき考察を加え報告する。

症 例

患者:49歳,男性

初診12002年7月3日

既往歴・家族歴:薬剤歴その他,特記すべきことな

し。輸血歴もない。

職業歴:5年前まで自動車整備に携わっていたが,現

在は販売担当。写真現像などの趣味はない。

現病歴:頭髪の毛染めは1年前から同・一一製品を用いて

2カ月に1回程度行っていたが,特別な問題はなかっ

た。初診の約2週間前に,従来の染毛剤を使用したとこ

ろ,頭部に,ついで四肢に痒みを伴う皮疹が出現した。

深川市立病院皮膚科を受診し,染毛剤による接触皮膚炎

と自家感作性皮膚炎の臨床診断で抗アレルギー剤(塩酸

オロパタジン)内服とステロイド外用剤による治療を開

始した。この時点では病理組織学的には検討していない

が,時闘経過とともに次第に四肢の皮疹が典型的な扁平

苔癬となってきたため,皮膚生検を施行した。

臨床検査成績:特記すべきことなし。HCV抗体価も

陰性。

現症:初診から45日目,皮膚生検施行時には頭部の

皮疹は治癒している。両手背に紫紅色の色調を帯びた小

豆大の扁平隆起性の多角形丘疹が少数散在している
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(F呈g,1)。両下腿には,母指頭大までの癒合傾向のない

紅褐色の扁平丘疹が多数認められる(Fig・2)。口唇,口

腔内病変は認めない。

病理組織学的所見:右下腿の丘疹を生検した。過角化

と巣状の顆粒層肥厚を伴った表皮肥厚があり,基底層は

液状変性を示し,全体として鋸歯状構築を呈していた。

真皮乳頭暦には帯状の単核球からなる密な細胞浸潤を認

め,cdlo孟dbody,組織学的色素失調も伴い典型的な扁

平苔癬の像であった(Fig.3/。

治療および経過

四肢の扁平苔癬はステロイド外用により次第に消挺し

色素沈着を残して治癒した。その後の再発も認めない。

パッチテスト

患者に持参してもらった市販の染毛剤,ビゲンクリー

ムトーン⑳と1%PPDAでパッチテストを施行した。ビ

ゲンクリームトーン1轟は混合前の2剤を白色ワセリンで

それぞれ10%に希釈し,48時間後に判定した。1%

PPDAとビゲンクリームトーン⑪1剤においてICDRG

Fig・4・ Positivepatchtestreactionstopara-phen-

ylened玉ame}%petandhairdye10%pcし

鱗灘嚢　
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基準で(十)の陽性所見が得られた(Fig.4)。パッチテ

スト部はこの後,患者の許可を得て,抗アレルギー剤内

服のみで経過をみた。試薬貼付の21日後には鱗屑を伴っ

た局面となり,皮膚生検を施行した。

パッチテスト部の病理組織学的所見

過角化,表皮内の巣状の海綿状態,単核球の表皮内浸

潤,表皮肥厚を認めるが

する所見はない(Fig.5)
織反応と考えた。

考

,液状変性など扁平苔癬を示唆

。パッチテスト部は湿疹型の組

案

従来より苔癬型の接触皮膚炎がフィルム現像剤などあ

る種のアレルゲンで生じることが知られている5・6)。

フィルム現像剤はPPDAの誘導体であり,PPDAを含

有した染毛剤でも苔癬型反応は出現するとされるが実際

の報告例は少ない。最近は,…時的な刺青としてイスラ

ム圏などで観■光客に人気のあるhennat&too後に生じた

発疹が組織学的に苔癬型反応を示し,PPDAの接触ア

レルギーがパッチテストで証明されることから注目を集

めている7'9)。この場合henna自身の構造はPPDAと

は異なるが,刺青時にPPDAなどの他の酸化染料が添

加物として使用されることが多い9)。一方,本症例と同

様に染毛剤使用後に貼付部位より拡大して苔癬様皮疹が

出現した症例は調べ得た限りではSharmaらゆが報告

した4症例中の1例のみであった。刺青部位の扁平苔癬

型の局所反応は経皮吸収され組織内に存在するPPDA

によるものと考えられるが,貼付部位を越えて皮疹が出

現した場合はいくつかの可能性が推測される。

Sharmaらは頭皮から経皮吸収されたPPDAが全身

性に散布し皮疹が出現すると推測している。これは須

貝mの提唱した接触皮膚炎症候群の概念に相当すると

考えられる。deLeysatら12)は内服した抗ヒスタミン剤

に含まれるアゾ色素,sunsetyellowの代謝物であるス

ルファニル酸(些一aminobenzenesul色nilicacid)との交差

反応によって全身性に皮疹が再燃したPPDAアレル

ギーの2症例を報告している。アゾ色素とPPDAの交

差反応はよく知られており,また薬剤のみならず食品中

にも着色料として含まれているため,経口摂取された何

らかの交差アレルゲンによる全身性接触皮膚炎(sys-

temiccontact-typedermatit旬の機序も考えられる。た

だし,本症例で使用した塩酸オロパタジンには色素は含

有されていない(協和発酵株式会社の資料による〉。一・

方,アゾ色素は衣類の着色料としても使用され,実際,

衣類の染料の接触皮膚炎の原因としてはアゾ系やアンス

ラキノン系の分散染料が多いとされている13)。本症例

の扁平苔癬の分布は両下肢に集中しており,衣類(ズボ

ン)の色素による局所の接触アレルギーの関与も想定さ

れる。しかしながら,以上の接触皮膚炎症候群,交差ア

レルゲンによる全身性接触皮膚炎や接触アレルギーは,

同じW型アレルギーに属するとはいえ反応様式の異なる

扁平苔癬の形成機構には直接結びつかず,病因について

は更なる検一討が必要と思われる。

本症例のパッチテストの病理組織像は苔癬型反応でな

く,湿疹の像を示した。Lid6nら6)の検討でもパッチテ

ストで苔癬型反応の誘発は認められていない。本症例は

パッチテスト貼付21日目に生検したが,扁平苔癬型薬疹

の場合はパッチテスト施行後1～2週目において病理組

織学的に苔癬型を示すという指摘もあり田,早期より

何回か採取時期を変えて時間経過をみた方が適切であっ

たかもしれない。

S鰍edらt)はデンマークの消費者センターでの染毛剤

による皮膚障害の調査から,55症例を集計した。この報

告では頭部・顔面以外の湿疹が11例と全体の20%に認め

られている。組織学的な検討はなされていないため扁平

苔癬の有無は不明であるが,PPDAによる全身型の皮

膚反応は比較的高頻度に一生じている可能性がある。染毛

剤の接触皮膚炎は外来診療においてしばしば遭遇する

が,本症例の様な非典型、的な臨床像を呈する場合は発症

機序の解明もあわせ,より詳細な検討が必要と思われ

る。
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Lichenp璽anusdevel叩edontheextremitiesfol塁owingthe

contactdermatitisduetohairdyeonthescalB
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A49ヴear-oldmandevdopedpruriticerythematopapulareruptionsonhis

scalp,backsofhands}an〔llowerlegstwoweeksafterhairdyeing。Hehadbeen

usingthesamecommercially-availablehairdyeforoneye紐rwithoutany

symptom・Inspiteoftopicalcorticosteroida口plicationfor45daysヲsome

polygonaトshaped恥tviol紐ceouspapulesremainedonthebackso伍andsan"his

lowerlegs.Skinbiopsywastake皿fromtheiowerleg,whichdemonstrat磁a

typic換lhistopathologyoflichenp畳皺nuswithhydropicdegenerationブcolloid

bo6ies,pigmentincontinence,andba獄d一豊ikemononudearceHin貨ltrates董nthe

super6cialdermis・P3tchtesti熟grevealedpositive(晋)re8ctionstopam-

phenylenediame(PPDA)andthehairdye.Histopathologicalfin"ingtakenfrom
PPDA骨positivepatchtestreactionshowedspongioticeczem紐touschangebutnot

lichenoidreaction.Lichenplanusinourcasemi帥tbeaccompaniedwithPPDA

a真lergy;howeverフthemechanismremainstobeducidated.

(JpnJDerm飢oallergol}11:140-144,2003)
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